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子どもの食事についてのお悩み その３

特に、日常生活において

も他のこだわりが多く

困っている場合は、食の

こだわりから減っていく

と、他のこだわりも減っ

ていく、ということが起

きます。

月の給食だより11

子どもの偏食は、乳幼児期の経験によって

段々と解消されていきます。

一方で、大人が「わがまま」や「好き嫌い」、

「こういった時期だから」と捉えて様子見で

いても中々解消されず、また右のような

何気ない環境や関わり方によって強化され

ていきます。

今回は偏食の背後にある６つの主な要因のうち「口腔機能」について

ご紹介させて頂きます

食べる能力は、実は体験し、

学んで獲得する複雑な

技能です。

そして食べる機能の完成

はおよそ３歳頃と言われて

いますが、以下のような

口腔機能の未発達や弱さ

によって、偏食につながり

やすくなります。

口腔機能は、「あいうべ体操」や「にらめっこ（変顔をする）」、「吹きゴマや

ピロピロ笛、音のなる楽器を吹いてあそぶ」「ぶくぶくうがいをする」「よく笑うこと（コチョコチョあそ

びやわらべうた」などの体験でも促されていきます。１日５分だけでも効果がありますので、ぜひ取り

組まれてみてください


